
道 徳 科 学 習 指 導 案 

令和８年６月 10日（水）５校時 ２年 A 組教室 授業学級 ２年 A 組（34 名） 

 授 業 者 六浦 悠希 

１ 主題名：伝統や文化を継承するために［Ｃ（17）我が国の伝統と文化の尊重、国を愛する態度］ 

２ 資料名「木桶仕込みのしょうゆを伝える」（「中学道徳２きみがいちばんひかるとき」光村図書） 

３ 主眼 （本時の手立て＆ねらい） 

「大切にしたい伝統や文化と私はどのように関わっていけばよいのか」について考える場面で、資

料「木桶仕込みのしょうゆを伝える」を読み、山本さんが後世に伝えようとしていることや山本さ

んを突き動かす思いを考えることを通して、これまで培われてきた伝統や文化を受け継ぎ、発展さ

せていこうとする意欲をもつ。（実践意欲） 

４ 展開 

段階 活動 予想される生徒の反応 教師の支援・指導 時間 

導
入 

１ 学びのテ
ーマを共有
し、本時の
見通しをも
つ。 

ア 箏に関わっている人は少ない
が、長年取り組んでいる私にとっ
ては、非常に大切なものなので、
私は箏という日本の伝統芸能を大
切にしたい。 

・日本の伝統文化でイメージするも
のを全体で共有し、日本の伝統文
化に対する考えや思いを問い返
し、アのような生徒の考えを取り
上げ、本時のテーマを据える。 

８ 
分 

展
開 

２ 山本さん
が後世に伝
えようとし
ていること
について考
える。 

 
 
 
 
３ 山本さん
を突き動か
す思いにつ
い て 考 え
る。 

イ 昔ながらの醤油造りや木桶作り
を伝えたいのではないか。 

ウ 一つ一つに個性があり、長く使
うことができて環境にもよい魅力
のある木桶を伝えたいと思う。 

エ Ａさんは、山本さんは、木桶に
関わる様々な技術を多くの人に伝
えようとしていると考えていた。
私なら自分の利益のために技術を
独り占めしてしまう。 

 
 
オ 先祖から受け継いだものを自分
の代で失いたくないという思い。 

カ Ｂさんは、一度失われた技術は
二度と戻らないので、損得抜きで
取り組まなければ、という焦りや
使命感と考えていた。 

キ Ｃさんは、自分たちのためでは
なく、孫の世代にも本物の味や日
本の伝統文化を残したいという強
い責任感だと考えていた。 

ク 木桶仕込みの醤油が途絶える
と、蔵特有の醤油の味がその土地
の郷土料理の味を作り、和食のベ
ースになっているという、日本人
が大切にしてきた食文化を後世に
残せなくなるという危機感だ。 

ケ 孫の世代も今と同じように、あ
るいは、今以上に豊かな醤油や郷
土料理、和食という文化を楽しめ
る未来を作ろうとしているのでは
ないか。 

・山本さんの取組を紹介する映像を
流し、山本さんは後世に何を伝え
ようとしているのかを問い、資料
を音読する。 

・ウやエのような考えを全体で共有
し、自分だったら山本さんのよう
に手間と時間を惜しまず様々な活
動に取り組んだり、技術を独占せ
ずにいられたりするか問い、中心
発問へつなげる。 

 
 
・自分の考えを学習カードに記述す
る時間を設ける。 

・オやカのように考えている生徒に
全体で発信するよう促し、自分と
友との考えの違いを確認し、班で
考えを伝え合う場を設ける。 

・キのような、損得勘定を超えた利
他の精神に基づく考えを全体で共
有し、まだ見ぬ将来の人のために
なぜ必死になれるのか問い返す。 

・クのような、時間軸だけでなく文
化のつながりにも目を向けた生徒
の考えを共有し、山本さんは、
様々な強い思いをもって活動に取
り組む先に、どのような未来を作
ろうとしているのか問い返す。 

・キのような、山本さんの活動や思
いを将来的な面や、発展的な面な
どから考えている考えを共有し、
山本さんの思いに応えるために、
できることは何か問い掛ける。 

14 
分 
 
 
 

 
 
 
 
 
20 
分 

 

終
末 

４ 本時の学
習を振り返
る。 

 

コ 山本さんのような方の努力や思
いがあって伝統や文化は現代まで
受け継がれている。私が箏を大切
にするだけでは、いつか箏という
伝統芸能は失われてしまうかもし
れない。次の世代に繋いでいける
よう、多くの人で箏を支える環境
を作っていく関わり方をしたい。 

・自分が大切にしたい日本の伝統や
文化を想起しながら、本時のテー
マについて自分の考えをまとめる
場を設ける。 

・自国の伝統や文化を受け継ぎ、発
展させるために、自分なりに関わ
ろうとしている生徒に発言を促
し、全体でその思いを共有する。 

８ 

分 

【中心発問】山本さんをここまで突き動かす思いは何だろうか。 
 



 

【資料】 

 

 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


